
令和6年能登半島地震 緊急水源としての地下水活用事例

・大規模災害時における代替水源としての井戸（地下水）の活用は有効的な手段の一つであり、地域防災計画に位置付けているケースも見られる
・羽咋市では、能登半島地震発生翌日の1月2日に、防災情報「利用できる井戸水の案内について」のメール（羽咋市安全・安心メール）を市民に発信
・穴水町では、能登半島地震による停電を免れた諸橋地区において、家庭の井戸水を避難所のトイレ用水として活用（穴水町への聞込による）

羽咋市HPより

穴水町HPより

穴水町諸橋地区

家庭の井戸水を避難所のトイレに活用 ［諸橋公民館］（穴水町HPより）穴水町避難所マップ（穴水町HPより）

≪現地の声≫・大規模災害が発生した際に代替水源として円滑に活用出来るよう、日頃からの備えとして災害用井戸の整備や登録しておくことの重要性について痛感
・飲料用としては使用できなかったが、井戸水を生活用水として活用することが出来た、市の情報発信にも感謝

提供井戸の活用状況（羽咋市提供）

羽咋市HP「井戸水提供情報」より


